
（１）成 果

○可変施肥田植区では、３ヶ年とも慣行区と比較し基肥施用量が約20％

削減された。令和５年度においては、可変施肥をしない場合と比較すると
2,400円/10a程度肥料代が削減されることが確認できた。また、倒伏も軽減
され高品質、良食味の米が生産された。

○水管理システムでは、ほ場の水の状況の確認や、入水に要する時間が
自動水門で約60%（R3～R5）、自動バルブで約80%（R5）削減された。

（２）課 題
○可変施肥田植では、収量の低下を防ぐため、ほ場にあった基肥量
及び減肥率の検討が必要である。
○水管理システムは、より労力削減効果を発揮するため、設置する
ほ場の場所やその水利条件を考慮する必要がある。

（３）産地への波及効果
○可変施肥田植機の実演会には、基盤整備予定地区の生産者や
大規模農家が参加し、高い関心が得られた。
○水管理システムについて、水管理の労力が大幅に削減されることから導入を検討する生産者がいる。

（４）今後の対応
○可変施肥田植機については、ほ場整備予定地区など地力ムラが想定されるほ場や作付規模拡大で新しい
ほ場での作付を行う生産者や、肥料削減を目指す大規模生産者に向けて普及を図る。
○水管理システムについても、水管理労力負担の大きい大規模生産者に普及を図る。
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（１） 背 景
○現 状

水稲では、ほ場の肥沃度等が不明なまま施肥を行い倒伏してしまう、あるいは減肥して収量減となることがあ
る。また、水管理については作付面積の拡大・作付ほ場枚数の増加に伴い作業負担が大きくなっている。
○改善方向

田植時にリアルタイムで可変の側条施肥を行う可変施肥田植を行い、ほ場にあった肥培管理を行うと共に、
施肥量の低減につなげる。また、水管理システムを導入することにより、水管理に係る作業時間の低減を図る。

（２）実証の概要
○導入機材及び面積
・可変施肥田植機（井関農機（株） さなえPROJ-8）：45a（2筆）
・水位センサー、給水ゲート・給水バルブ（（株）水田ファーモ）：8筆
○技術の概要
・可変施肥田植機はリアルタイムで土壌の肥沃度や作土深を測定し、可変
施肥を行うことで、倒伏の軽減、減肥が期待できる。
・水管理システムは、スマートフォン等で、ほ場の水位の確認や水門または
バルブの開閉を行うことで作業時間の低減が可能となる。

１ 実証の背景・概要

作 物

２ 実証の成果

○可変施肥田植機の実証区はふるい下米が少ないように感じた。肥料代が減らせるのは良い。（実証担当農家）
○水管理システムはどこにいてもほ場の水の状況を確認できるため、非常に楽である。天気の急変などにも対
応できる。 （実証担当農家）

３ 実証担当農家・産地より

取組年度：令和３年度～令和５年度別紙様式２

表１ 令和５年度における水管理の時間
（１筆あたり合計時間）

図２ 可変施肥田植機の様子

図１ 自動バルブ設置の様子

実施年度（設置期間）

タイプ 自動水門 自動バルブ

実証区（分） 101 33

慣行区（分） 250 151

慣行比（％） 40 22

Ｒ５(7/10-8/31)



別紙様式２(R5)
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作物名：水稲

項目 内容 資材名 数量 耐用年数 金額(千円)

うち 種苗費

肥料費2)

農薬費

小農具費

諸材料費

光熱動力費

減価償却費

雇用労働費

その他※

※その他：賃借料、共済掛金など

想
定
の
経
営

労働力 １名 可変施肥田植機 1 6,452(税込)

栽培面積 水稲１５ha

7

栽
培
方
法

作型 水稲移植栽培

項　目
技術導入前又は慣行
（面積：150a）

技術導入後
（面積：150a）

補足説明

（注意事項等）

栽植様式 16.1株/m2
合計 6,452(税込)

生産量（t） 76.5 76.5
1)販売額は令和５年度
の買取価格を元に算出
2)肥料使用量は慣行比
21％減（令和５年度
実績）として算出

（生産量（kg）/10a） 510

2,102 1,739

510

販売額（千円）1) 15,300 15,300

（単価円/kg） 200 200

経営費（千円） 8,867 8,648

291 291

2,935 3,080

1,180 1,180

0 0

244 244

740 740

流通経費 0 0

0 0

1,374 1,374

農業所得（千円） 6,433 6,652

経営モデル

前提条件 導入コスト

※水管理システムについては、水田の水管理にかかる時間を１筆あたり60～80%削減でき、削減した労働時間

を他品目に振り向けることが可能な技術であるが、今回の経営評価に加えることが難しいため可変施肥田植機

導入のみの経営モデルとした


